
BulletinofFacultyofEducation,NagasakiUniversity:CurriculumandTeachingNo.47(2007)109-117

教員養成かノキュラムにおける栽培教育について

末弘百合子 * 中島 元夫 ** 古谷 吉男 *
(2006年 10月31日受理)

OntheCultivationEducationinTeacherTrainingCurriculum

YurikoSUEHIRO☆ MotooNAEASHn4A **YoshioFURUYA*

1 はじめに

栽培学習では,自然との対話を通しての当事者の主体的な活動が要求される｡ したがっ

て,その展開のあり方次第では,単に自然や社会認識を深める学習だけでなく,その実体

験を通して,こころの健全育成にかかわる多 くの陶冶が可能である｡

近年,小学校における ｢生活科｣の定着や,｢特別活動｣および ｢総合的な学習の時間｣

等の中での体験学習の重視 とその推進により学校教育現場における栽培学習の導入は増

加 しつつある｡ さらに,平成 17年 7月には,｢食育｣に関する施策を総合的かつ計画的

に進めることを目的として ｢食育基本法｣が施行された 1)｡これを受け,学校教育現場で

も ｢食育｣の一環として,食材の栽培さらには ｢総合的な学習の時間｣や ｢家庭科｣の授

業の中での食体験などの取 り組みが推進されつつあり,今後ますます栽培学習の取 り組み

の重要性が高まることは確実である｡ しかしながら,一般教育としての系統的な栽培教育

は十分には確立されておらず,指導指針 もない｡さらに,教員の基本的な素養を規定する

｢教員養成カリキュラム｣においても積極的には位置づけられていない｡

本稿では,小学校および中学校の学習指導要領に見られる栽培学習に関わる記述や,実

際の学校教育現場における栽培学習の実践の状況を概観 し,教員養成カリキュラムでの取

り組みの必要性を述べる｡ さらに,本学部における栽培教育の実状を紹介するとともに,

教員養成カリキュラムの一環としての栽培教育のあるべ き姿と今後の課題について述べ

る｡

2 栽培学習について

2.1 学習指導要領にみられる栽培関連の学習

平成元年の学習指導要領の改訂により,小学校の第 1学年および第2学年に ｢生活科｣
が新設され,平成4年4月から全面実施となった｡それに伴い,従前の低学年の社会科と

理科は廃止された｡この ｢生活科｣では,動植物の飼育 ･栽培について,2学年にわたっ

て取 り扱うものとし,児童の動物や植物-のかかわり方が次第に深まるようにすることと
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されている｡

さらに,平成8年7月の中央教育審議会による ｢21世紀を展望した我が国の教育のあ

り方｣(第一次答申)においては,学校教育のあり方として,｢ゆとり｣の中で ｢生きる

力｣の育成を基本とし,基礎 ･基本の徹底を図りつつ,一人ひとりの個性を生かし,豊か

な人間性とたくましい体を育むため,｢総合的な学習の時間｣を設けることと,完全学校

週5日制を導入することを提言した2)｡ここでは,｢生きる力｣として,自ら学び,自ら

考える力など,個人が主体的 ･自律的に行動するための基本となる資質や能力の育成をそ

の大切な柱としており,児童 ･生徒が多くの社会体験や自然体験などの活動を体験し,そ

の体験を糧として机上で学んだ知識を生きたものとすることがより強く求められている｡

この提言を受け,平成 14年より全面実施となった ｢総合的な学習の時間｣は,従来の

教科 ･道徳 ･特別活動に加えて,小学校では,第3･4学年で 105時間,第5･6学年で

110時間,中学校では各学年でそれぞれ70時間実施することとなった3･4)｡｢総合的な学

習の時間｣の特色は,各教科等のように授業内容は特定せず,教科横断的かつ総合的な学

習を進めることを主たる性格としている｡ また,指導計画や時間表を作成する場合も,毎

週一定の時数を割り振るだけでなく,各教科や道徳,特別活動との関連を図りつつ,活動

内容により特定の時期に集中的に授業ができるなど,弾力的な展開も可能とされている｡

現在,このような時間を活用した栽培や農業体験に関わる取 り組み例が多く見られる｡

表 1に現行の小学校および中学校の学習指導要領の記述に見られる栽培に関する学習機

会を整理して示した｡栽培あるいは農業に関連した内容に取り組み得る機会は多く見るこ

とができるが,栽培学習として積極的に位置づけられているのは,小学校の第 1,2学年

の ｢生活科｣(自然とそのかかわり)および第3学年の ｢理科｣(生物とその環境)と,中

学校の ｢技術科｣(技術とものづくり)に限られている｡ しかも,中学校の ｢技術科｣に

おける栽培学習は,選択題材であり授業時間の確保が困難な現状にある｡ これらのことか

ら,義務教育段階において栽培学習の機会は十分には保障されていないといえる｡

2.2 栽培学習の意義

栽培は,自然を相手に,生きものである植物の持つ機能を生かしながら生産を行うこと

である｡ この生産活動は,地域の地形や気候などの自然的要因に影響され,人間の想像力

をはるかに凌ぐ赦密なバランスの上に成立ち,しかも,生命のはかなさやたくましさを内

在 している｡ さらに,栽培を学習活動の立場からとらえる時,自然体験を基軸に,観察,

実験,実習,見学,調査,討論,収穫祭等の一連の生産活動を通した科学的,社会的な活

動や奉仕活動を盛 り込むことが可能であり,児童 ･生徒の意欲的な態度を喚起 しつつ,問

題解決的な学習の展開も可能となる｡

栽培学習に参加する児童 ･生徒は,自分自身のすべての感覚機能を発揮して,育成環境

(土壌)を整備し,作物を種からまき,成長の過程を見守り,収穫する｡ さらに,それら

に伴う人の働き,道具の歴史やその活用,気候や自然環境などに直接触れ合うことによっ

て問題を発見し,その解決のために自ら考え,学び,それを深める手立てを学ぶと同時

に,農作物を通した生産者への思いやりの心,感動する心を培うことが期待できる｡これ

らのことは,自然的 ･社会的事象に直接関わり,経験を通して自ら考え,問題の解決能力

を身につけることを重要視する学校教育の新 しい学力観とも合致するとともに,こころ豊
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表 1.現行の教育課程における栽培関連学習

校種 教科等 内容 教育課程上の位置づけ

小学校 特別活動 学校行事 ･遠足 .集団宿泊的行事･勤労生産 .奉仕的行事

総合的な学習の時間 総合的課題 ･環境 .健康的な学習･興味 .関心的な学習･地域の特色に応 じた学習

生活 自然とそのかかわり ･自然観察学習
(第 1学年及び第2学年) ･植物栽培学習

理科 生物とその環境 ･飼育,栽培学習
(第3学年) ･植物の成長学習

社会 地域の特色(第3学年及び第4学年) ･産業,地理等の学習
我が国の農業 ･日本の農業学習

(第5学年) ･国土や自然の学習

家庭 調理(第5学年及び第6学年) ･調理学習

道徳 自然及び環境学習 ･自然環境学習･郷土 .文化学習

中学校 特別活動 学校行事 ･旅行 .集団宿泊的行事･勤労生産 .奉仕的行事総合的な学習の時間 総合的課題 ･環境 .健康的な学習･興味 .関心的な学習･地域の特色に応 じた学習

技術 技術 とものづ くり ･作物の栽培学習

理 科 植物の生活と種類 ･植物の観察学習

社会 地域の規模に応 じた調査 ･地域の地理学習

かな人間性の滴菱 に繋が る｡

従 って,この ように多 くの教育的要素 を内包する栽培学習を義務教育課程の中で進める

ことは,各教科 における学習内容の動機付 けあるいは深化 に効果的であるとともに,分化

しがちな学習内容 を総合的に捉 える足掛か りを与 えることになる｡ 体験 を通 した豊かなこ

ころの育成にも関わ り,学校教育の中で教科の枠 を超 えた より積極的な実践が早急 に望 ま

れる｡

2.3 現行の教育職員免許法における栽培教育

教育職員免許法 (以下 ｢免許法｣ と記す)における栽培関係科 目の取 り扱いは,中学校

教諭免許 ｢技術｣取得のための,実習 を含む 1単位以上の履修が義務づけ られているのみ

で,それ以外での栽培関係の授業の開設は極めて少ない｡従 って,現行の教員養成 におい

ては,教育職員免許 ｢技術｣の取得 を希望する学生のみが栽培関係科 目の授業 を必修科 目

として履修 している現状 であ り, より必要性の高い初等教育に関わる教員養成 には,免許

法 も含め,十分 に対応で きていない｡

3 栽培学習実践の現状

平成 17年度 における全国農村青少年教育振興会のア ンケー ト調査 5)(全 国の 5%にあ
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たる小 ･中学校を任意系統抽出法で選出)結果によると,農業体験学習をすでに実施して

いる学校は,小学校では78.5%,中学校では32.9%の割合を占めている｡ この調査での農

業体験学習とは,教育の一環として農畜産物の生産 (農作業)や加工を児童 ･生徒が実際

に体験するものとしているが,ここでの回答の多 くは学校外の借用農園に出向いての稲や

野菜等の栽培に加え,学校内での鉢あるいはプランター等を利用した花や野菜類の栽培を

含めた結果である｡

表2は,上記調査において農業体験学習実施上の課題や問題点について集計 した結果で

ある｡ これによると,農業体験学習を実施 していない学校の場合,その理由として,｢時

間の不足｣が6割以上,｢適当な場所がない｣については小学校で6割,中学校では4割

近 くと多 くの割合を占めている｡ また,実施 している場合においても ｢時間の不足｣や

｢準備に時間がかかる｣といった時間的な問題も多いことが分かる｡ このことは,栽培学

習の実践にあたっては,時間と場所が主要な困難要因の一つとして認識されていることに

なる｡

表2.農業体験学習実施上の課題 ･問題点 (複数回答)(平成 17年度)

課題 .問題点等 実施している(問題点)(%) 実施していない(その理由)(%)
合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校

時間の不足 56.5 61.9 30.4 64.8 69.5 62.1

適当な場所がない 17.3 17.5 16.4 47.2 64ー8 36.0

外部の指導者不足 9.7 10.2 7.6 20.2 23.8 18.0

準備に時間がかかる 43.5 47.0 22.6 26.2 29.5 24.2

経費がかかる 19.9 20.6 16.5 17.2 22.9 13.7

学習効果が不明 3.9 3.7 5.1 8.6 6.7 9.9

学校や教師の農業に関する技術や知識 .情報の不足 44.6 46.7 34.2 38.2 43.8 34.8

さらに,この調査結果は,農業体験学習の実施の有無に関わらず,｢学校や教師の農業

に関する技術や知識,情報の不足｣をあげている学校が4割前後にものぼり,十分に対応

できる教員が少ない現状を示 している｡ これを補うために,教育現場での栽培学習の実践

においては,地域の専門家 (農業従事者等)を外部講師として招き,担当教師とのチーム

ティーチング形式により取 り組む事例が多 くみられる｡

･長崎県内においても,大村市立鈴田小学校の第 1学年生活科 ｢いちごをそだてよう｣

(平成 13年度)や,西彼町立 (現 西海市立)北小学校の第4学年北っ子タイム (総合的

な学習の時間)｢花をプレゼントしよう｣(平成 14年度)などの実践例 (学習指導案)で

は,作業を含めた全ての栽培指導を外部講師に任せ,担当教師は生徒と共に作業しながら

授業管理のみを行う授業形態が採られている6)｡たしかに,経験豊かな専門家の高い知識

の提供は貴重であり,このような外部講師の存在は,地域理解および地域との交流を含め

た観点からも極めて大切な取組みと考えられるが,一方で地域の人々のボランティアに頼

らざるを得ない現状がある｡ さらに,栽培は継続的な管理作業を伴うことが常であり,そ

の取組みを除いた,播種 (種まき),または植付けと収穫のみの断続的な体験学習では不

十分である｡ 土づくりから収穫までの全体管理を伴う栽培学習体験こそが意義ある体験だ
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と思う｡

通常の教科授業では,｢学習指導案｣に従って授業準備をし,それをいかにスムーズに

実践し,評価するかが問われる｡ しかし,栽培学習では必ずしも ｢学習指導案｣通りに展

開出来ないことが多い｡植物は周辺環境 (土壌 ･気象 ･栽培作物以外の生物など)の影響

を大きく受ける｡ そのために,栽培では,当事者のその把握と能動的な働きかけ,あるい

は,科学的な臨機応変の対処が求められる｡｢水やり｣を例えてみても,水を与えさえす

れば植物は育つという考えは間違いである｡ 特に植物の蒸散の激しい夏場は,水をかける

時間帯,かける量,かけ方を知らなければうまく育てることは出来ず,下手をすれば枯れて

しまう恐れもある｡ このように,適切な管理がなければ収穫まで至らないことが多々ある｡

以上のことから,子どもたちに共感を与える得る栽培学習を実践展開するために,授業

時間外においても担当教師が日常的に適切な栽培管理が出来る能力を保有するとともに,

地元農産物を題材として活用するための農業理解も必要となる｡ アンケー ト調査結果から

は栽培学習の教育的意義を十分認識した中での各学校の取組みの工夫が浮かび上がるが,

一方で,多くの困難さの実情も提示している｡ 栽培学習の充実を図るために,教員養成カ

リキュラムの中に是非とも基礎的な栽培教育を取 り入れる必要性を感じる｡ さらに,農業

者に対して農業技術,農業経営,生活改善を指導するために設置された県の機関,農業改

良普及センターにおいて,外部講師の派遣だけでなく,学校現場の教師に対する農業研修

会の開催がみられる7)｡このような活動を積極的に利用することも必要であろう｡

4 本学部における教員養成カリキュラムとしての栽培教育

本学部では免許法に則 り,｢栽培学｣(2単位)および ｢栽培学実習｣(1単位)の授業

を,継続的な管理作業を伴うという栽培の特質を考慮 して,1年間を通して同時 (平行)

開設している｡ 現在,これらの授業を,主に,技術教育選修および副免として中学校 ｢技

術｣の教職免許の取得をめざす3,4年次の学生 (10名程度)が受講している｡

｢栽培学実習｣は,学内にある実習圃 (ほ)場において実施している｡ ここでは,1000

m2程度の敷地に,図1の作付け区画図に模式的に示すように,野菜等の畑作や,水田で

の稲作,そして,ウメ,カンキツ類などの気候に適した果樹の栽培,管理を行っている｡

水田は,我が国の農業を語る上でなくてほならないものであり,主食である米は,気温が

高く雨が多い日本の気候に適応 した作物といえる｡50m2ほどの田を耕し,育苗箱に種籾

をまくことから始まる米作 りでは,代掻き (水を張った田の土壌をかき混ぜ,平らになら

す),田植え,そして稲刈 りまでの一連の作業をすべて手作業で行う｡ この実習で受講生

は,田植えの準備の大変さや,苗を植え終わった達成感,水田の泥の感触などを実感す

る｡ こうした体験には,個々の作業の有意性を生産過程全体の中で理解し,自らの行為の

価値付けをする学びがある｡ さらに,図2の栽培暦に示すように,教材価値が高く,地域

において広く栽培されているイモ類や野菜類などの作物の生育,管理作業実習も取 り入れ

ている｡ これらの作物栽培においては,上段に記載した学生が授業で取り組む作業に加え

て,下段に挙げられているような維持,管理作業を必ず伴う｡ 授業時間の都合上,受講生

には各作物に対する全ての作業段階を実践させることは不可能であり,各作業の関係性の

把握が不十分な状態で実習を終了することも生じるが,この場合,欠けた内容は栽培学の

講義内で補えるよう配慮 している｡
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図 1.本学部農場の作付 け区画図
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｢栽培学｣の講義内容の一例を表3に示す｡この講義では,主として,栽培の基礎的な

知識の体系的な習得を目的に授業を行い,加えて,将来において実地指導できる素養を身

につけることも目的としている｡ そのために,上記の ｢栽培学実習｣の授業との年間を通

した同時 (平行)進行により,少量ずつ多種の作物を題材 として取 り上げ,それらの生育

過程や栽培に適する環境条件などについて作物種に即 した計画を立てさせるとともに,各

種の農機具類の取 り扱いも含めた作業記録や栽培記録の作成 もさせている｡ このように講

義及び実習を相互に組み合わせることにより,作物の作付け ･管理 ･収穫 までの一連の過

程を座学により再確認させ,実習時の各作業がそれぞれ独立 したものではなく,相互に関

連性を保ちながら存在 し,そのいずれもが最終 日的 (作物の収穫量や品質)に深 く関わる

ことを実感させるべ く留意 している｡ 写真 1,2,3に,それぞれ,本農場の様子,作付け

例,受講生の実習 (畝たて)風景を示す｡

表3.栽培学の講義内容の一例

回数 ア-マ

1 栽培学とは何か

2 作物の定義と分類

3 生産と環境

4 植物体の組成と必須元素

5 土壌の構成

6 肥料の種類と培養土

7 栄養繁殖による繁殖法

8 日長効果と花芽分化

9 病虫害と総合的防除

10 養液栽培 .バイオテクノロジー

ll 耕地の有効利用と作物生産

12 環境問題と農業

13 人間形成と農の教育力

14 まとめ
写真 1.農場の様子

写真2.作付け状況(ミズナ,ホウレンソウ,サツマイモ) 写真3.受講生による畝たて作業
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また,平成 18年度後期から,初等教育における栽培学習実践の現状をふまえ,新たに,

本学部の小学校生活科を履修する学生 (前後期,各 10名程度)に,基礎的な栽培の知識,

指導能力を付与するため ｢生活と栽培｣の領域を開設した｡そこでは短時間 (前後期,各

3回)ではあるが,栽培に関わる土や肥料,作物の特性等に関する基礎的な知識をもと

に,実習を含めた授業を行っている｡

このような栽培体験を受講時だけの一過性のものに終わらせず,栽培学習の意義を深め

させ,｢児童 ･生徒たちに如何に取 り組ませるか｣との思いに至らしめるためには,受講

生に各自の取 り組みの具体的成果を再認識させつつ,栽培への共感を得させることが欠か

せない｡限られた履修時間の中で,栽培における失敗および成功事例を如何に深く実感さ

せるかが重要であり,かつ,課題と思われる｡

5 おわりに

｢生活科｣や,｢総合的な学習の時間｣の設置に加え,体験学習の重視から,栽培学習は

既に多 くの小学校において実践されている｡ しかし,学習指導要領および教員養成カリ

キュラムにおいて積極的な位置づけはなされて来ておらず,準備や指導のための時間,あ

るいは,実施場所の確保の困難さ,指導者 (担当できる教員)の不足等の要因のため,そ

の実施内容の実情は必ずしも十分であるといえない｡また,中学校での実施は3割程度に

留まっている｡

栽培は,育成環境の整備 (土づくり)から播種 (種まき)または植付け,施肥,生育管

理を経て収穫に至るまでの一連の過程を体験学習してこそ意味を持つものである｡ 多くの

教育的要素はその過程に内包されている｡ また,実践時の位置づけあるいは展開により,

各教科における学習内容の動機付けあるいは深化に効果的であるとともに,分化しがちな

学習内容を総合的に捉える足掛かりを与えることになると思う｡ 一般教育の一環として栽

培学習を義務教育の中で積極的に位置づけ,既存の教科学習と関連づけた効果的な実践展

開を推進するべきである｡

さらに,栽培学習の不十分な現状を改善するために,教員の栽培実践技量の向上と農業

や作業学習-の理解を深めるための研修機会を増やすとともに,教員養成カリキュラムの

中に基礎的な栽培に関わる教育内容を早急に取り入れる必要があると思う｡ 栽培の一連の

過程に内包される学習効果を再認識し,学校教育において,教科の枠を越えたより積極的

な対応とその実践への配慮が早急に望まれる｡

本学部における今後の課題として,教員養成カリキュラムの一環としてのより効果的な

栽培教育のあり方の検討や,専門的な知識の不足が原因で栽培学習に消極的になりがちな

教師にとって指導の助けとなり,児童 ･生徒の学習をより有意義なものとする,学校教育

現場における栽培学習充実のための教師用農作業ガイドブックの作成に取 り組みたい｡
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